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This paper aims to clarify the French Neo-classicist Quatremere de Quincy' s 
viewpoint on the ancient city. Consulting his articles in “Encyclopedie 
methodique， Architecture" and “Dictionnaire historique d' architecture"， 1 try 
to present the relation between city and architecture. Moreover the foundation 
of Rome by Romulus is vividly described with the article written by Louis de 
Jaucourt in “Encyclopedie ou Dictionnaire raisonne". Quatremere de Quincy 
argues the ancient cities such as Rome， Syracuse， Rhodes， Halicarnassus and 
Pompeii. His description is so interesting that the essence of city could be 
abstracted from there. 
S 1 はじめに
フランス近代の考古学者・建築理論家アントワーヌ=クリゾストーム・カトルメール・ド・カン
シー CAntoine-ChrysostomeQuatremere de Quincy、1755-1849)については、先に、その建築
における純粋性の概念を本研究報告で扱った九そこに見られたカトルメールの古典主義的な建築
の捉え方は、建築の歴史において、古代ギリシャ・ローマを礎とする古典主義思潮がし、かに大きな
ものであったかを示していた。今回は、この同じカトルメールが、建築をその主要素として成り立
つ都市の問題についてどのような考え方をもっていたかを明らかにしたL、。この際に典拠とされる
ものは、やはり、カトルメールが著わした浩翰な『分野別百科全書・建築~ C全三巻、 1788-1825)
と『建築歴史辞典~ (全二巻、 1832)であるヘしかし、先の論考で参照された項目「純粋性」と同
様に、ここで中心をなす両辞典の項目「都市VilleJは前著の第三巻(1825)に記載されたものが、
後著の第二巻(1832)にほとんどそのままの形で再録されている O 両辞典における項目の対応につい
ては、筆者の別の著作に詳しいがペ本稿では、項目「都市」を引用するときに、前著の第三巻の
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頁番号を先に、後著の第二巻の頁番号を後にしるし、史料として充実させることにしたい。
さて、この項目「都市」は、大きく二部に分けられる O すなわち、都市一般の定義づけと古代ギ
リシャ・ローマの都市を論じた部分と、当時の現代的都市(たとえばトリーノやナポリ、ロンドン
など)を論じた部分からなっている。全体の量も、両辞典ともにフォリオ版のー頁二段組で計9頁
にわたり、他の項目に比べてかなり多い。そこでこの研究報告でも、古代都市篇と近代都市篇に分
け、本稿ではカトルメールの都市論の前半を扱うことにするO
また、カトルメールの二つの辞典に加うるに、これらの辞典の範型とも言いうる、あのディドロ
とダラシベールによる『百科全書』をも本稿の貴重な典拠としたい。周知のように、 『百科全書』
は啓蒙の時代十八世紀の知の総決算としてきわめて重要な役割を担った。 w百科全書』における項
目「都市」は、 1765年発刊の第十七巻に載っておりぺその執筆者はルイ・ド・ジョクール(Louis
de Jaucourt、1705-1780)であるO 歴史学者・医学者であったジョクールは『百科全書』におい
て、ディドロの片腕としてきわめて多くの項目を寄稿した人物である O 前半の巻(第七巻まで)にお
ける建築関係の項目を執筆したジャック=フランソワ・ブロンデル(1705-1774)5)が寄稿をやめた
あと、この建築の分野を中心として精力的に数々の項目の執筆に励んだのがジョクールである O カ
トルメールも当然目を通したはずのジョクールの項目「都市」をも文献として加えることで、当時
の都市概念がし、っそう明確に浮かび上がることになるO ちまたには多くの都市論が溢れているが、
十八世紀の都市論に触れるものはほとんどなく、また都市の概念史についても稀薄なものが多い。
その意味でも、きわめて貴重なカトルメールの(そしてジョクールの)都市論を扱うことの意義は大
きいと思われるO
9 2 都市の定義一vile(ヴィル)と cite(シテ)ー
周知のように、都市は、ギリシャ人の集住synoikismosCシュノイキスモス)から発展し、ギリシャ
のいわゆる都市国家polis(ポりス)やローマの国家civitas(キウィタス)に見るように、古代世界の
基本的な「制度」を形成した。日本語では都市(とし、あるいはまち)と表記されるこの概念はしか
し、西洋においてはいくつかの言葉で表わされる。たとえば、 J・リクワートによれば6)、ギリシャ
語のpolisは防御可能な場所を意味し、この場所の壁のうちに住む人々はpolites(ポリテス)と呼ば
れるo 一方ラテン語のcivitasは、市民の意である civisCキウィス)の集合名詞である O この他にエ
トルリアを起源とする urbs(ウルプス)なる語が存在するo これら polis、civitas、urbsがそれぞれ
英語のpolitics、city、urbanなどに対応している O また、有名な『古代都市Jl(1864)を著わした
ニュマ=ドニ・フュステル・ド・クランジュ(1830-1889)によれば、ラテン語のcivitasとurbsは、
前者が都市のソフト面(都市建設に対する同意の獲得)を、後者が都市のハード面(物理的な都市建
設)を指し、ひとたびcivitasが構成されれば、 urbsは一挙に出来上がるとされる。その意味で
civitasが都市、 urbsが都会と訳し分けられる九
さて、本稿で扱うカトルメールの論考では、都市はville(ヴィル)であるO この語は、建造物な
どの集合を意味するエトルリア起源のurbs~こ内容的には関わるものであるが、 ville の語源はラテ
ン語のvillaにある。 villaと言えばイタリア語のヴィッラ(別荘や田舎屋敷などの意)を連想するが、
このラテン語のvillaは、7J1j荘や田舎屋敷などの他に、農場、農地、荘園、小作地、村をも意味し
ており、同じラテン語で村、町、農場、馬の列、通りなどを意味する vicusCウィクス)から由来し
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たものである。このvillaは中世ラテン語のvillagiumを経て、フランス語のvillage(村)をも生み
出した。また、フランス語のvilleには古義として農場の意があり、その意味でvilleもvillageも
同類語とも考えられるO いずれにしろ、 villeはurbsではなく villaに関わるわけであるO それでは
先ほど内容的に関わるとした、 villeとurbsの関わりはどうなっているのであろうか。 urbsは文字
通り都会を表わす語で、とりわけ大都市ローマを指す場合もあったことから、 urbsとvi1laは一種
の対語であると考えてよさそうである O あるいはvillaは、第二の urbsであると言ってみてもよさ
そうであるO 要するにurbsの都会に対して、 villaの田舎、村があったわけである D しかし、この
villaは次第に大きな村、大きな町、都市の意味を担うようになった。もっと分かり易く言えば、
villaはvilleになることでその範隔を拡大し、都市の意味を獲得したわけである D だがフランス語
には一般的に都市を意味するもうひとつの語cite(シテ)がある O この語は先に述べたラテン語、
civis(市民)の集合体civitas~こ由来する O そして同じく civis からきた civil( シヴィル、フランス語
で「市民の」の意)と連なっているO 明らかにciteは、市民社会、制度としての都市に関わってい
る。それゆえ、ディドロ、ダランベールの『百科全書』にせよ、カトルメールの辞典にせよ、都市
論として扱われる項目はvilleなのである O この辺りの論議を整理するためには、 『建築歴史辞典」
では削除されたものの、 『分野別百科全書・建築』第一巻(1788)には記載されている項目 iCiteJ
を見ることが必要であろう D カトルメールはこの第一巻で、項目 iVilleJに比べてかなり少ない
分量で次のように記している O
中心都市(シテ)は、大きな古代都市の場合、都市のもっとも古い部分と見なされる。ひとつの
都市の人口が増大すると、その周り一帯に郭外(フォーブール)が形成される O 住居の数がきわ
めて多くなると、これらの郭外は囲い壁に取り巻かれることになり、この固いの外にまた新し
L 、郭外が形成される O これらの最初の郭外と都市とを分離する城壁はいつのまにか無益なもの
と化す。との場合には、古い都市が発祥の地(中心地、シテ)と呼ばれ、この発祥の地(シテ)
がその周りの規模を増大させることで都市としての資格がえられる O そして、古代都市の場合
と同じく、最初の教会堂すなわち最初の建物が、最も古い地区に存在し、いくつかの古代都市
の事例では、この教会堂のある場所が中心都市(シテ)である O
中心都市(シテ)は名誉称号である場合がときおりある O この場合には、前述した意味での都
市に{直しない多くの中心地(シテ)があるとしても、この称号は都市という語以上のものを意味
しているのである。
中心都市(シテ)はまったく単純に都市の意味にもなる o そしてこの都市という語の同義語と
して用いられる O 古代人の場合のこの語の真の意味については、 『古代辞典』のキウィタス
(civitas)なる語を参照せよヘ
ここではカッコで示したように、発祥の地(中心地)とか中心都市とかがciteの訳語である C ま
た、古代都市やただ単に都市と書かれた場合の都市は、 villeがその原語にあたる O とれを読むと
ラテン語のcivitasとurbsの明快な差異は氷解しているような感じにもなるが、 citeはあくまでも
核としての存在を示していることが、少なくとも読み取られるであろう o citeの英語版cityとりわ
けロンドンのそれは、ロンドンの中心商業区を示していることは周知のことであるO またフランス
語でもIlede Cite(イル・ド・シテ)はパリの発祥の地であり、中心地であった。やはり citeは、
「制度」としての都市の側面から規定きれる C 蛇足ながら、英語ではvillaがvillageとして「村」
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のまま残り、 cityが「都市」として核(あるいは格)を維持し続けたと言えよう O そして、 「町」の
意味はtownが受けもった。 townは壁または塀で固まれた場所、農場、村を意味する古英語tun
に由来し、この古語は独語の Zaun(柵)の語源でもある O このtunは、エトルリア語で境界地を意
味する tularないしはtularuと関わりがあるとも思えるO しかし、より正確には、都市を意味する
古インドーヨーロッパ語のtotaに関わるのかもしれなL、。このtotaは、エトルリアに由来する先
に挙げた urbsに取って代わられた語で、あるヘ
~ 3 力トルメールによる都市の定義
カ卜ルメールは次のように都市を定義するC
家屋、通り、広場、街区が織り成す大きな集合体に与えられる一般的名称。この居住の集合体
が、その拡張を妨げる壁や城壁の固いの中に取り込まれるにせよ、あるいは際限のない土地の
上に築かれるにせよ、いずれにしてもこう呼ばれるヘ
一方ジョクールは、 『百科全書』第十七巻において次のような定義を与えている O
通りによって配置され、通常は壁や溝からなる共通の囲いで閉じられたいくつもの家屋の集合
体。だが、都市をもっと正確に定義すると、いくつもの街区や通りや公けの広場や他の建造物
を包み込む、城壁で閉じられた囲いである11)。
カ卜ルメールは必ずしも壁で閉まれた城市のみを都市とは規定していなL、。そして、壁という限定
空間によりもむしろ、都市の重要な要素である建造物という物理的存在の構成原理である建てる術
(1'訂tde batir)すなわち建築術(l'architecture)に関心をもっO
都市全体は、建てる術のっくり出すさまざまな建造物の集合体であり、この術を考察する際の
何らかの視点やこの術に付与しようとする何らかの拡がりを考慮すれば、都市の数々が、その
物質的な存在のみならず、そのさまざまな利点や利便性、快適さ、美しさ、名声を、建築術の
なす事業のまとまりを形づくるある多種多様な実践や配置に多かれ少なかれ負っているという
事実は否定できないであろう D 趣味(審美眼)と美との関係から、ひとつの都市の平面やさまざ
まな建物の全体もしくは細部に対して、この建てる術がどれほど作用し、あるいは協同するか
によって、まさしく、都市はその名声の多い少ないを左右されるのである凶0
そして、建築術のみならず、都市に先験的に備わった要素が重要であるとする。
国土や場所や気候それぞれの性質が、都市の美を云々するさまざまな契機の展開にとって、あ
るときは好都合に、またあるときは不利に働く可能性があるということも認識しておかねばな
らない問。
さらには、都市建造の際の素材が問題である O
大きな建造を行なうのに適当な素材が欠けていたり、これらの素材が劣悪なものであったりす
れば、豊かで人口の多い都市といえども、きわめて小さな中心都市(シテ)にさえも見られる美
しさや壮麗さを奪い取られてしまうことを知らない者などいない。このたったひとつの原因に
よって生ずる悪弊は数限りがなL、。というのも、都市というものは、都市の美化のための、趣
味の導きゃ、豊かな財産の使用、政治的、道徳的な慣習、そしてそれぞれの国家の野心の種類
に対して、言葉で表わすことができる以上の力強い作用を及ぼすからである凶。
すなわち、都市の美は、多様な原理に依存しており、都市の構成には自然か人工かを問わず、さま
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ざまな要素が絡み合っているのである O しかし、わけても重要な原理は、ひとつの都市を生み出し
た、しばしば偶然と呼びうる原因と混同される原理である O この根本的原理とはすなわち、立地条
件そのものであり、その差異が都市の将来の繁栄に影響を及ぼすのである O 立地条件次第で、建て
る術が建築物のさまざまな美に好都合な効果や結果を大なり小なりっくり出すことの難易が決まる
ことになる O この場合、立地条件という自然が、建てる術という人為に先行するわけである O
確かに、均一な秩序と規則性の原理を基にした都市建設が行なわれる場合は別にして、ほとんど
すべての都市、とりわけ比較的大きな都市は、その起源を偶然なる原因と呼ばれるものに負ってい
るO そのことは以下に述べられる都市の拡大過程からも明らかにされる O
たとえひとつの道に沿っていくつかの家屋が最初は独立して建っていたにせよ、商業ないしは
いくつかの重要な交流がそこに旅行者たちを導き入れれば、これらの家屋は遂には密集するこ
とになる O これらの家々は、ひとつの小さな町(プール)を形づくり、同じ状況が続けば、この
町はまずは、わずかな人口をもったひとつの都市になるのであるO だがこの都市は、そのすぐ
近くに建てられたいくつもの町との段階的な結びつきによってこれらの町を吸収して大きくな
るのであり、これらの町に与えられる郭外の町(フォーブール)という名称によって、この都市
がし、かなる方法で大きくなったかが分かる回。
しかし、こうしてゆっくりと段階的に形成された多くの都市では、そこに見られるのが善しとされ
るような規則正しい配置を次の段階で施すことが困難な場合が多L、。その意味でやはり、大きな都
市を形づくるのは、家屋の集合や住民たちの大きな集まりに好都合な場所である O 大きな川のそば
とか、悪天候を免れる山の傾斜地の上とか、あるいは海岸に沿って自然によってつくられた入江の
近くとかいった立地条件が、これにあたる附。それゆえ、
都市の相貌が見せる美しさや、都市での美しい道のっくり易さ、そしてこうした道の利便よく
快適な往来を可能にするあのー直線の並び'のっくり易さのそれぞれが、多くの場合、こうした
多様な配置に依存していると考えられよう 1九
近代ヨーロッパのさまざまな国家では、大ていの都市がこうした立地条件という自然発生的な契機
から生じたのであった。カトルメールはここで、暗黒時代と呼ばれる中世において、多くの都市が
人口の増加とともにその規模を大きくしたものの、この時代には、もろもろの芸術の趣味が風俗に
何らの影響も与えず、また財産の欠乏のため、住むのに必要なものだけしか追い求めることが叶わ
ず、建築術の優雅さや豪春さや豊かさを、人生の楽しみの中に数え入れることなど考えられなかっ
たとする18)。
この中世の都市の場合に見られるごとく、立地条件を基に軌道に乗った都市は、次に、社会機構
の善し悪しによってその発展が左右されるO
さまざまな国家での人口の段階的な増加と、元首の指揮や絶えず増大する人口に応じて生ずる
国家内体制の差異とが、すでに形づくられた都市の拡張に対して、あるいは新しい都市の組織
に対して、きわめて変化に富んだ影響を到るところで生じさせることになったc ある国土の風
俗ないしは制度によって都市の住民が、市民権や市民の資格を何の障害も何の制限もなく手に
入れるときには、この絶えまなく増加する住民の集団は、非常に永いあいだ秩序も規則もなく、
住居の数を増やし住居が建てられる土地を次第に拡張するのに、何の困難もおぼえないのであ
る問。
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しかし、拡張しすぎた都市は、市民の数が法律によって制限されているところでは、その過剰に
なりすぎた住民を他の場所に移すことになった。すなわち、植民地、植民都市の建設が促されたの
であった。その結果、新しい中心都市(シテ)がし、くつも出来上がった。しかし、これらの都市は、
自然発生し人為的なさまざまの要因を基に増大した元の都市とは異なり、計画都市の色合いを強く
帯びるO
これちの新しい都市はすべて、もはや偶然的な要素の結果ではなく、反対に、定められた配分
と計算された操作の所産なのであり、これらの都市は、元々その成り立ちから考えを練られた
計画を基に建設され、拡張され、増大するという利点を帯び了こ秩序づけと規則性という体系を
呈示することができたので、あったお)。
このように、都市の定義や都市の性質をかなり詳しく記述したカトルメールに対し、 『百科全書』
の中でジョクールは、きわめて具体的な計画都市的な通りの設定を提案しているO
都市が美しくあるためには、主要な通りが門に通じていなければならない。通りは家屋のかど
が直角になるように、できる限り互いに垂直に交わらなければならなL、。また主要な通りのそ
れぞれは、幅が8トワーズ[約15.6m]、小さな通りは4トワーズ[約7.8m]なければならない。
さらに言えば、ひとつの通りと、それに並行に走る通りとのあいだの距離は、市民の家が二棟
入る余裕をもてるように、しかも一方の家屋が通りのひとつから、また他方の家屋がもうひと
つの通りから見えるようにしなければならなL、。これらの家屋のそれぞれは、おおよそ幅が 5、
6卜ワーズ[約9.7m '""11. 7m]、奥行が7、8トワーズ[約13.6m '""15.6m]必要であり、家屋
と同じ広さの庭も必要となるO それゆえ、ひとつの通りともうひとつの通りとのあいだの距離
は、 32、33トワーズ[約62.4m------64.3m]となる O 各通りの集合点には、広場が設けられる。主
要な広場には、大きな通りの数々が集結する O そして、これらの広場は、周りの邸館や家屋の
ファサードの均ーさを保ちながら、彫像や噴水で装飾される O こうして家屋が首尾よく建てら
れ、そのファサードに装飾が施されるなら、その他に望みうることはほとんどないであろう制。
ジョクールはこのあと、軍事都市における通りの配分法を考え出した建築家ベリドール(1693/
1697-1761)の名を挙げるものの、軍事建築は扱わず、ウィトルウィウスによる都市建造を要約し
て列挙する。紀元前一世紀の古代ローマの建築家であるウィトルウィウスは、アウグストゥス帝に
捧げた現存する最古の建築書『建築十書J](De architectura)を著わしたことで知られる O 内容が
重要であるので、ジョクールがこの『建築十書』の第一書六、七章からまとめた七つの論，点を以下
に引用しよう。
l 健全なる場所を選定すること。このためには、高いところでなければならない。彼によ才r
ばそれは、霧の影響を余り受けないためである O
2 城壁と塔を建造することから始めること。
3 次に家屋の場所を定め、通りの並びを整えること O 彼によれば、もっともよいのは、風が
通りにまったく入り込まない配置である O
4 神殴や公けの広場のような、都市全体に共有される建造物の場所を選定すること。その際
には、公衆にとって有用で利便のよいことを考慮する。従って、もし都市が海港の場合には、
公けの広場は海の近くに、もし都市が海から遠い場合には、広場は都市の中心に置かねばな
らない。広場の大きさは住居の数に比例し、その幅は奥行の三分の二でなければならない。
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5 神殿は、祭壇が東の方に向くように配置しなければならなL、。神殿の幅は、奥行の半分で
なければならない。
6 公けの宝庫や監獄、市庁舎は、広場に面していること O
7 劇場は健全な場所に建てること O その基礎は充分に堅牢とし、高さは俳優の声が聞き取れ
ないという恐れを過度に抱かせることがまったくないようにすることO 入口や出口は、広く
取り、その数が多いこと O それぞれに通路をもち、互いの往来を混清させないこと。
これらの留意点のすべては、きわめて正鵠をえたものである加。
9 4 都市の建設
カトルメールは、紀元前一世紀後半のギリシャの歴史家ハリカルナッソスのディオニュシオスが
著わした『古代ローマ史』を典拠に、都市の建設を語る。
ハリカルナッソスのディオニュシオスは、古代人が都市を建設するのに、大きな土地を取り込
もうとするよりも、有利な立地条件を選び出すことにもっぱら意を注いだことに注目しているO
最初から都市が城壁で取り固まれるようなことはなく、一定の距離で塔が建てられ、それぞれ
の塔のあいだは、四輪荷車や木の幹によって、また衛兵所が建てられる小さな物見櫓によって、
しごく簡単に防御を固められていた。城壁の建造の際に実施されるさまざまな儀式のあと、都
市の囲いの中に、すべての通りが整然、と並べられた。都市の囲いに収められた土地の真ん中は、
公けの広場のために用立てられ、すべての通りがこの広場に集められた。神殿や柱廊、劇場、
競技場、フォルムなどの公けの建造物が占めることになる場所が、はっきりと際立ったものと
なった幻)。
ジョクールもまた、都市(ギリシャ・ローマの古代都市)の建設を語る際に、同じくハリカルナッ
ソスのディオニュシオスを典拠とした。
ハリカルナッソスのディオニュシオスは、古代人が都市を建設するのに、大きな土地よりも利
便のよい立地条件を選び出すことにもっぱら意を注いだことに注目している。都市は最初は城
壁で閉まれてはいなかった。古代人は一定の間隔を置いて塔を建てた。それぞれの塔のあいだ
の空際は、メソピュルゴンないしはメタピュルゴ γと呼ばれた。この空隙は、四輪荷車や木の
幹によって、また衛兵所を建てるための小きな小屋によって、防御を固められた制。
ほぼ同じ内容がカトルメールとジョクールによって記述されている O ところで、ここでメソピュル
ゴンないしはメタピュルゴンと書かれた語は、正確にはメソピュルギオンないしはメタピュルギオ
ンであり、櫓と櫓のあいだの壁、すなわち幕壁のことであり、この表現は紀元前五世紀後半のアテ
ナイの歴史家トゥキュディデス(B.C .460/455頃-B.C.400頃)から借り受けたものであるお)。
ジョクールはまた、二世紀後期のローマの辞典編纂者セクストゥス・ポンペイウス・フェストウ
スの言葉を引用して、フェストゥスは、エトルリア人が都市や祭壇、神殿、城壁、門の建造の際に
執り行なわれるさまざまな儀式について書かれた書をいくつももっていたことに注目しているお)、
と述べる。さらには、紀元一世紀中頃から二世紀前半を生きた有名なギリシャの著述家フ。ルタルコ
ス(46頃-120頃)の『対比列伝』から引用する O すなわち、
プルタルコスは、ローマの都市の基礎を打ち建てようとしたロムルスが、あらゆる儀式を遺漏
なく教えてくれる人々をエトルリアから招来したと言っているO エトルリア人が密儀や供犠の
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場合と同じように信心深く遵守していた処方書に則って、ロムルスがこれらの儀式を執り行な
わなければならなかったからである加。
さて、カトルメールは先のディオニュシオスを典拠に、古代ローマの都市創建の有名なくだりを
記述するO
都市の囲いをはっきりとしるしづける前に、環状の溝が掘られ、この溝には、生活に必要なも
ののすべてからなる初物の供物が投げ入れられた。そして、市民のひとりひとりが、前に住ん
でし、た故郷(ペイ)からもってきたひと握りの土をそこに添えた。この最初の儀式のあと、一頭
の白い牡牛と一頭の同じく白い若い牝牛に繋がれた撃に装備された銅製の整ベらで、囲いの跡
がつけられた。門が建つことになる場所には、撃が吊り下げられて畝溝づくりが中断され、王室
はこの場所に保持された。畝溝の幅を拡げてゆくにつれて、そこに花々が投げ入れられ、続い
てその上に土がかぶせられた。使われた牡牛と若い牝牛とを生賛として捧げることで、この儀
式は完了したお)。
このくだりは、プルタルコスの先の『対比列伝』の中の「ロムルス伝」を通じてもかなりよく知ら
れているが、ジョクールはカトルメールよりもずっと詳細に、ディオニュシオスの伝えるところを
記載している O いささか長くはあるが、ジョクールの文章を以下に引用する。
ハリカルナッソスのディオニュシオスはさらに、ロムルスの時代には、直接都市の建設を始め
る前に生費が捧げられ、そのあと、天幕の前で火が焚かれ、儀式で何らかの役割を果たさなけ
ればならなかった人々が身を浄めるために、この火の上を跳んだと伝えている O 身の被れが取
り払われたと信じた者たちは、うやうやしい気持ちに満たされて、ひとつの行事に参画するこ
とができた。この供犠のあと、人々は丸い溝を掘り、次に、儀式に参列した人々それぞれが持っ
てきた何つかみかの故郷(ペイ)の土がこの溝の中に投げ入れられた。それは、新しい都市の中
で生きてゆくためで、あった。こうして全員がひとつのまとまりをなして混ぜ合わさったのであ
る。
囲いの跡をつけられ始めた場所に見られる、都市の外側(野、カシパーニュ)に向けてつくら
れた溝は、その丸い形からギリシャ語でオリュンポス、またラテン語でも同じ理由からムンドゥ
スと呼ばれた。この溝に投げ入れられた初物の供物やさまざまに異なった種類の土は、都市の
中で指揮を執る人々の義務が何であるのかを教えてくれた。彼らは、市民に生活の助けとなる
ものを手に入れさせ、この溝の中に集められた土の所有者であるすべての国民を平和に共存さ
せて、ただひとつの人民をつくり上げることに、すべての注意を払うという責務を負ったので
ある O
これと同時に人々は、これから行なう事業が神々にとって快いことかどうか、またこの事業
を実施するために選ばれた日を神々が是認するかどうかを知るために、神々に窺いを立てた。
これらの前準備をすべて終えたのち、 「純粋なる土」の名で誉め称えられるひと続きの白い土
によって、新しい都市の固いの跡をつけた。ストラボン29)を読むと、この種の土がなかったた
めに、アレクサンドロス大王が穀物の粉をもって、エジプ卜で建てさせた自らの名を付けた都
市の囲いの跡をつけたと書かれているO この最初の行事が終わったあと、エトルリア人は、青
銅製のへらの付いた撃でできる限り深い畝溝を掘らせた。この撃は、一頭の白い牡牛と一頭の
同じく白い牝牛に繋がれていた。撃ベらが都市の外側(野、カンパーニュ)へ追いやる土塊(つ
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ちくれ)を都市へ押し戻すため、都市の内側にいる耕作人が牝牛をひいていた。撃が掘った空
間全体は、神聖にして侵すべからざるもの、すなわちサンクトゥム[Sanctum、聖なる場所]
であった。これ以上の土地を掘らないために、都市の門を建てるための場所には撃が地面から
高く揚げられた。
以上がこれらの儀式の神秘的とも言える部分である O 安定性と耐久性を保障するため、壁が
どれほど堅牢にっくり上げられねばならなかったかを、畝溝の深さが示しているO 整ベらは、
新しい居住地に備わることが望まれる豊能さと肥沃さを指し示すため、青銅でつくられた。秘
法の奥義の数々を伝授された人々は、蓄額十字団員の後奇がし、かなる名目でウェヌス女神に青
銅を捧げたのかを知っているお)o 一頭の牝牛と一頭の牡牛が撃に繋がれ、牝牛は都市の内側に
位置した。というのも家事の世話が女性の役割であり、女性の多産性が国家の拡張に寄与する
ことを意味するためである3九都市の外側(野、カンパーニュ)ヘ向かう、労働と豊かさの象徴
である牡牛は、大地を耕し、外部で起こりえたことをうまく適用して国家の安全を手に入れさ
せるのが自分たちであることを、男性に教えたのであった。これらの牛のそれぞれは、白くな
ければならなかった。なぜなら、市民が無垢なままで、またこの色が常に象徴する風俗の素朴
さを保持したままで生きることを、義務づけるためであるO 畝溝が掘られた地域全体は神聖に
して侵すべからざるものと見なされた。そして、市民たちは、城壁と呼ばれるものを守るため
に死ぬまで戦う責務を負ったので、ある。この城壁を跳び越えることは、何人にも許されなかっ
た。そうすることは敵対行為であった。そしておそらくは、まさしくこの冒漬行為だけを口実
として、ロムルスはその弟[レムス]を殺したのであった。つまり、兄弟のうちどちらの庇護を
受けて都市が建設されるのかを知るために、兄弟が互いに神々に窺いを立てたにもかかわらず、
自分の定めた錠を無視する者を、ロムルスは信用できなかったのである O
供犠はし、ろいろな場所で何回も繰り返され、キップス[Cipps、短柱石]というそこに建てら
れた石によって、供犠が行なわれた場所がしるしづけられた。まさしくこの場所にこそ、引き
続いて塔が建てられたらしい。そこには、新しい都市を据える際の後盾となる神々が召喚され
た。また、ギリシャ人においては、クトノス、スピゲイオイ、エコーリオイ、パポーイなどの
名で知られた祖国の氏神を意味するパトリイイ・インディゲテスも召喚された。これらの神々
の個別の名称は、庶民には知られることはなかった制。
以上のジョクールによる都市創建についての記述は、きわめて興味深し、。また、第一級の史料と
しても貴重であるO しかし、これに加えてジョクールは、紀元前一世紀中頃から紀元後一世紀初め
を生きたローマの詩人ププリウス・オウィディウス・ナソ (B.C.43-A.D.17)の『祭暦j](ファス
ティ)からローマ創建の儀式をも伝えているO
オウィディウスは、ロムルスが自らの事業に関わりをもたせようと考えた神々に対して捧げた
祈りの際の文句を、次のような素晴らしい言葉で伝えた。 i王の言葉は次のようであった。私
が都の建設にあたっている今、ユピテルよ、/父マルスよ、母ウュスタよ、御加護を賜りたい。/
また、敬度なる者ならば必ず呼びかける神という神のすべてが見守り下さるように。/あなた
方の神助をえて、私の城市がそびえ立ちますように。/この国土が諸国の主として永く権勢を
誇る時代を築くために、/東も西もこの国に従うことになりますようにJ33)0 
そしてジョクールは、カトルメールが記述した畝溝と門の関係や、畝溝の内側である都市(ヴィル)
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と外側である野(カンパーニュ)の対比、そして先に引用されたムンドゥスという都市の炉に対置さ
れるポメリウムという都市の敷居について触れる刻。
撃が、門のためにしるしづけられた地面に達したときには、神聖を識されるおそれのある畝溝
の開口部にあたかも何らかの神秘的で聖なるものがあったかのごとく、撃ベらが高く揚げられ
たお)。このように門は、聖なるものとはまったく見なされなかった。というのも、門は生活に
必要なものの通り道として、また都市の中に残存すべきではないものの運搬路として割りあて
られたからであるO
法律は、死者が都市の囲いの中に埋められることを禁じていた。スルピキウスお)はキケロに
対して、マルケルスがアテナイ人の都市で埋葬されることをアテナイ人がどうしても認めなかっ
たと書き送っている O このことだけを考えてみても、門を不吉なものと考えるのに充分であっ
た。この慣習が変化を蒙り、その後都市の門が聖なるものと見なされたのは、都市の外に死者
を埋葬しだした時代になってからである O
撃ベらが都市の外側(野、カンパーニュ)へ出したと思われる士塊を、都市へ押し戻すように
配慮、されたことをすでに見てきた。このことによって、新しい市民たちは、都市に入るときに
は、自らが幸福になり隣国の住民に敬われるのに寄与する、外部で見つけたすべての事物を、
都市の中にもち込むのに専念しなければならなかったことが分かる。というのも、これらの事
物が奪い取られれば、自分の祖国が何らかの打撃を蒙ってしまうからである O ポメリウムの項
を見よ的。
ポメリウム(あるいはポモエリウム Pomoerium)とは、単純に言えば、都市の内と外を分ける結界
である O またプルタルコスの先の「ロムルス伝」に、
都市建設者は、撃に青銅の刃を付けて、牡牛と牝牛を腕に繋ぎ、それを自分で駆りながら境界
線に沿って深い畝をつくる。後から付いてくる人々の仕事は、撃の起こした土塊を境界線の内
側にかき入れて外側にこぼれるのをひとつも見逃さないようにすることであった。ところでこ
の線をもって城壁を画したため、その線は城壁のうしろまたは城壁の次という言葉ポストモエ
リウムを縮めて、ポメリウムと呼ばれている街。
とあるように、ポメリウムは、城壁の周囲の空地であり、もっと正確に言えば、城壁の内側の一定
の広さの土地を指すへそしてポメリウムは、市民共同体の空間という物理的拡がりとしての輪郭
の役割を果たし、宗教上、制度上の市街地を意味するようになった4ヘこの場所は神事にあてられ、
ここに建物を建てることを禁止されていた。ポメリウムと門は、聖なるものと俗なるものとの対比
を表した。
きて、次には、ポメリウムの中、すなわち都市内部では、通りが並べられる O
都市の城壁を建設する際に実施された儀式の数々のあと、城壁の囲いの中では通りが整然と並
べられた。これは、ラテン人がデクソレマーレ・ウィアスと呼んだものである41)。都市の囲いに
取り巻かれた土地の中心は、公けの広場用にあてがわれ、すべての通りがここに通じた。公け
の建造物や神殴、柱廊、宮殿などのための場所がしるしづけられた制。
次にジョクールは、再び『祭暦」を引用し、ローマ人が都市の創建を祝ったことを述べる。
さらには、ローマ人が5月朔日の11日前に刷、都市の創建の祭りを毎年祝ったことに注目しな
ければならない。この日は、パレス[家畜の神]の祭り[パリリア祭と言う]を祝う時期である O
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この祭りを刻印した最初の貴重なメダルは、ローマ創建874年、すなわちキリスト暦の121年の
銘に見られるごとく、ハドリアヌス帝の御代につくられたのであった。メダルは、この皇帝に
よって同じ年に創設された円形闘技場での平民の賭け金として、当時は用いられた。今しがた
散文として語られた儀式の全体を記述した、オウィディウスの詩旬以上に、この祭りを引き立
たせることのできるものは他になL、。 I約束したことが守られて、ロムルスが都の裁量権を握
る0/パレス神の祝祭が近づいていた。この日が仕事始めとされる0/固い土に溝が掘られ、
その底に地の実りと/近隣の土地から取り寄せた土とが投げ込まれた。/溝は再び士で埋めら
れ、埋め土の上に祭壇が置かれると、/新しいかまどに火が灯り、その務めを始める0/それ
からロムルスは城市の境を記すために、撃を取って畝を刻む。/このとき、白い牝牛の二頭組
が撃をひいたJ4ヘ
ジョクールの筆はなおも続き、都市の臆罪式を記述し、最後には、宗教と政治が都市に対して果
たす役割を述べる O
最後に、都市を浄めるための公けの賄罪式が執り行なわれた。大多数の都市がこの儀式のため
の日を取り決めていた。すなわち儀式は 2月の 5日に行なわれた。ここで行なわれる供犠は、
セルウィウス 45)によれば、アンプールパレないしはアンプルビウム[臆罪の行列]と呼ばれ、この
儀式に用いられる生費は、フェストゥスの報告では、アンフザルピアレスと呼ばれた。この他に、
都市の市民全員の身を浄めるために、五年毎に行なわれる祭りがあった。ルス卜ラレすなわち
浄化するという意味の言葉から、この祭りの期間は、ルス卜レなる名称を付けられた。さらに
はタルクィニウスたちが追い出されたときの場合のように、荘厳な賄罪式が執り行なわれた別
の機会も見られた。これは、ハリカルナッソスのディオニュシオスによって知られている O 賄
罪式は都市全体をひとつの単位として行なわれただけではなく、積れていると思われる個々の
場所に対しても行なわれた。たとえば、四辻での賄罪式はコンピタリア[四辻の神の祭り、辻
を守護する氏神祭]と名づけられた。
アテナイ人は、ローマ人よりも重々しくこの種の儀式を行なった。都市の賄罪のために決め
られた日の他に、アテナイ人は劇場や、公けの集まりが生ずる場所のために、臆罪式を執り行
なった。
古代は、都市の創建者たちにきわめて大きな敬意を払っていたため、彼らの幾人もが神と同
等の扱いを受けた。都市は、創建者たちの時代に強い憧僚を抱いた。神殿の周りに建造された
都市は、そこに崇められている神のために仕えることに身を捧げた。
初期の歴史家たちに記念建造物を提供した、古代の有名な都市は、テーベ、メンフィス、ニ
ネヴェ、パビロン、シドン、テュロス、カルタゴなどであった。
詩人たちが、これらの最初の都市を建造した偉大な人物の名や、建造のおりに見られた宗教
儀式を教えるだけで満足していたにしても、歴史学の論考から、庶民の記録が必ずしも保存さ
れてこなかったことや、詩人たちが都市の創建についてたびたu広めた不可思議なことよりも、
単純な真実の方が一般には好まれるということを知る場合がしばしばある C 神々の奇跡や神託
や目に見える救いの手は、詩人の物語においては常に、この種の建造事業に付随するものであ
るO コリントスの城塞を建てたのは、単純な職工7こちでは決してないc 詩人によれば、この城
塞は、キュクロプスたちの構築物なのである O そして、アンフイオンの竪琴によってのみ、石
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が動き、石自体がテーベの都市の周りに整然と配列したのであった。詩篇を特徴づけているこ
の不可思議さはそのままにして、ローマ人が自らの都市の基礎を打ち建てたとき、宗教と政治
が彼らに導き入れた儀式がどんなものであったのかを、ただ歴史家たちに尋ねてみたわけであ
るO 宗教は、神々を礼拝することによって新しい市民たちのあいだの結束を維持することを目
的とした。そして政治は、新しい施設が隣国に出来たことによって常に不安な思いに駆られる
他の住民たちの嫉妬から、これらの市民を安全に守るように働いたのである必)。
以上、 『百科全書』におけるジョクールの都市の建造についての記述を引用してきたが、カトル
メールの方は、考古学者であったにもかかわらず、いやそうであったからなのか、ロムルスによる
ローマ都市創建については簡単に記述して済ませている O すなわち、こうした都市創建についての
詳しい内容のすべては、紀元前一世紀の大学者マルケス・テレシティウス・ウアローCB.C.1l6-
B.C.27)やプルタルコス、オウィディウスによって伝えられており、彼らは、古代における都市の
建設の正統な証人として引用されてきた、と述べるにとどまっている 47)0 また都市の拡大ゆえに余
剰となった住民を締めださざるをえなかったことを証し立てるように、数多くの古代都市が、決め
られた原理と規則正しい配列に則って秩序づけられ、建造されたと言う必)。そして、著述家たちに
よって伝えられた、都市の平面や配列をっくり出す遺り方についての知識が、かなり多くのギリシャ
都市の廃櫨を訪れた旅行者たちの報告によって、今日さらにはっきりと確認されているとする刷。
すなわち、これらの都市の門の残骸と主要な記念建造物が与える手掛かりとを導きの糸として、こ
れらの都市の全体像を跡づけたり、通りの方向を特定することがよく行なわれているのである則。
しかし、他の多くの古代都市についても同様に上述のことが可能であると、安易に思い込んではな
らない。なぜなら、
これらの都市は、現代の大きな都市のいくつもがそうであるように、個々の原因と時代の流れ
によってかなりの程度肥大しているために、これらの都市の中の数限りない建物の建造に見ら
れるどのような構成秩序も、何か特定の計画に基づいてその配置がなされていることなどあり
えないからである51)。
このような都市の筆頭として、カトルメールは、先ほどのロムルスによって創建された都市ローマ
を挙げる。このことは、何を意味するのか。カトルメールがロムルスの物語を手短に‘済ませたのは、
たとえ自然、の立地条件に合わせ、創建儀式に則って建てられた理想的な都市といえども、その永き
にわたる歴史を積み重ねた肥大化のゆえに、混乱へと到らざるをえないという悲観論があったから
なのであろうか。カトルメールは、かの古代ローマの哲学者・弁論家キケロ CB.C.106-B.C.43) 
の言葉を例に挙げて、このときすでに人口百万を擁していた大都市ローマがきわめて密集した街区
や手狭で不規則な通りで構成されていたと述べる問。なるほど実際、後64年のネロ帝による大火ま
で、ローマは基本的な設計がなされぬままであった。ガリア人による掠奪を経験し、それによるロー
マ北方のエトルリアの町ウェイイへの遷都の提案も棄却された問。カトルメールの言う歴史的理由
や、さらには社会的、政治的理由から、ローマの都市は広範な再計画をもちえなかったので、ある。
このように、おごそかに創建されたローマはしかし、計画性をもたぬまま無限に拡大を繰り返して
いったのであった。
9 5 キケロによるシュラクーサの記述
カトルメールは、この無計画都市ローマと対比される、南イタリア、シチリア島の都市シュラクー
サ(図 1)についての、同じキケロの言葉を引き合いに出す。キケロはその『農地法について』の中
で、ローマを含めた中部および北部イタリア各地の都市と、南部イタリアのギリシャ植民都市との
著しい対照を記述した。キケロによれば、シュラクーサは、すべてのギリシャ都市の中でもっとも
美しい都市であったとされる O 以下に、カトルメールが引用したキケロの言葉を転載しよう O
(キケロが言うには、)まず第一に、この都市をきわめて頑強な場所にしている有利な立地条件
が、陸から近づくにせよ、海から近づくにせよ、到るところからもっとも壮麗な眺めを呈示し
ている O 次に、この都市には、家屋に固まれた港があり、町なかのどこからもこれらの港をほ
ぼ完全に見ることができる。異なった側に入口のあるこれらの港は、入口の反対側で、結び、つ.き、
ひとつになっている O これらの港を往来するための狭い運河が、橋によって繋がれた島と呼ば
れる部分を、都市の陸の部分から隔てている判。
ここに記述された内容は図 1に示したシュラクーサの地図を参照すると一段とよく理解されよう O
ここで言われる島とはオルテュギア島である。このあとに続くキケロの言葉は次のようである。
この都市はかなり広大なため、普通四つの町に分けて論じられる。最初のものは、今述べた島
の部分で、海に周りを固まれ
た二つの港のあいだに位置し、
それぞれの港の河口にまでの
びている O ここには、地方総
督の通常の住まいである、ヒ
エロ γ缶)の古い宮殿がある O
この島にはいくつもの聖なる
建造物が見られるが、その中
でも二つのものがとりわけ壮
麗である O すなわち、ディア
ナの神殿とミネルウァの神殿
である O 特に後者はもっとも
豊かに装飾が施されてL、るO
島の端には、アレトゥーサと
名づけられた淡水の泉がある O
この泉は、異常なまでに大き
なたらいの形をしており、た
くさんの魚が泳いでいるO だ
が、海水を入れない堤防によっ
てきちんと区分けされていな
ければ、たちまちこの泉は海
水でその全体が覆われてしま
うであろう o
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図 1 シュラクーサ(ダイヤモンド社『地球の歩き方・イタリア』より)
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第二の町は、アルカディーナと呼ばれるO そこには巨大なフォルム(すなわち公けの広場)、
堂々とした柱廊、きわめて飾りつけの多い市会堂、非常に広大な元老院議場、そしてかなり見
事なオリュンポスのゼウス神殿があるO 一直線にのびる非常に幅の広い通りと、この通りを横
切るいくつもの他の通りとによって、さまざまに異なった部分に分けられた残りの部分は、個
人の家屋によって占められている O 第三の町は、フォルトゥーナに捧げられて建てられた古い
神殿にちなんで、テュケお)とし、う名を付けられているO そこには、大変広大な体育場ときわめ
て数多くの聖なる建造物が見られる O 四つの町の中でもっとも活気があるのが、この町である O
最後に第四の町は、一番最後に建てられたために、新しい町と呼ばれている O この町の端には
非常に大きな円形闘技場がある O 他には、二つの堂々とした神殿があり、そのうちのひとつは
ケレスに、もうひとつはプロセルビーナに捧げられている O また、アポロン・テメニ卜の大変
美しい巨像がある5九
9 6 計画都市ロードス
カトルメールは次に、エーゲ海の中で最大級の都市として繁栄を誇ったギリシャの都市ロードス
を挙げる(図 2)。
ロードスの都市は、もっとも美しい古代都市のひとつであったと思われる O ロードス島の住人
がひとつの中心都市(シテ)に結集し、当時まで住んでいた三つの町をまとめて、島の名と同じ
名を与えた都市を建設したのは、ペロポネソス戦争の期間であった口こうして、ロードスを明
白な計画に則って、新たに建てられ、その美しさが建てる術の所産に他ならないひとつの都市
500m 
N 
墓地
墓地
図2 ロードス(オーウェンズ『古代ギリシア・ローマの都市』より)
と見なすことがで
きる抱)。
『地理』を著わした
古代ギリシャの地理学
者ストラボンCB.C.64
頃 -A.D.21以後)を
引用してカトルメール
は、ロードス誕生の経
緯を語る却)。すなわち、
前408年頃につくられ
たロードスは、ミレト
スの建築家ヒッポダモ
スの構築物(ウヴラー
ジュ)であり、ヒッポ
ダモスは、アテナイの
ために、ピレウス(ピ
レアス、ペイライエウ
ス)の城壁を前470年頃
に建設した人物でもあっ
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た。ロードスは、周囲80スタデイオン(1スタディオソは約180m)すなわちフランス語では 3リュー
(12km)以上あり、巨大な人口を収容できた。北側に突きで、たω)岬の先に位置したこの土地は、傾斜
していた。ヒッポダモスは、この場所に自らの計画を合致させ、ひとつの欠陥となりえたであろう
ものさえも、ひとつの美に変えるほどの叡智をもって、いくつもの通りを切り拓いたので、あった、と O
次にカトルメールは、紀元前一世紀の末に活躍したギリシャの歴史家シチリア(シケリア)のディ
オドロスが、その『世界史Jの中で、ロードスが円形闘技場のような形に建てられ、万人の目がこ
の闘技場の内部のっくりに圧倒されたこと、そして人々がヒッポダモスの力量に敬意の念を抱いた
ことを伝えているとする 6九そして再びストラボンに触れ、多くの土地を旅行し、ローマやアレケ
サンドリア、メンフィス、そして小アジアのもっとも有名な中心都市(シテ)をいくつも熟知してい
たス卜ラボンが、そのどの都市よりもロードスを好きにならざるをえなかったと述べる62)。ロード
スの港や通りや城壁の美しさ、そして記念建造物の壮麗さが、他の都市をはるかに凌駕していたた
め、ロードスの都市と比較できる都市はどこにもないとまで言っていたと記述している刷。
このように、古代の著述家たちに誉め称えられたロードスは、二世紀のギリシャの弁論家プブリ
オス・アイリオス・アリステイデス(117/129-189)の『ロディアコス』の中で、もっと詳細に記述
された。アリステイデスの記述は、このうえもなく壮大なロードスの姿を思い浮かばせてくれるの
である O それは次のようなものであった。
(アリステイデスによれば、)ロードスの内部では、大きな家屋の横には小さな家屋がひとつも
見られなかった。すべての住居が等しい高さにそろえられ、しかも同じ建築の構成秩序を付与
されていた。まるで都市全体が、たったひとつの建造物を形成しているかのようであった。非
常に幅の広い通りが、この都市を縦横に走っていた。これらの通りは、視線を投げかけるどの
方向でも、その内部が常に美しい装飾を放っているというほど巧みに、切り拓かれていた。驚
くべき高さと美しさをもったいくつもの塔が交叉した、この都市の広大な囲い壁は、とりわけ
賞嘆の念を引き起こした。此立したこれらの塔のl頁きは、航海者ーたちにとっては灯台の役目を
果たしていた船。
アリステイデスに同調するかのごとく、カトルメールはロードスをあらん限りに称讃する O
ロードスの壮麗きはこれほどのものであったため、それを目にしていなければ、想像力すらも、
この壮麗さがどんなものであったかを考えだすことが叶わなかった。もっとも美しい比例体系
によって互いに結び合わされた、この巨大な中心都市(シテ)のすべての部分が、ひとつの完全
な集合体を構成し、その城壁がこの都市の冠のように見えたのであった。これこそは、要塞と
して築城され、宮殿として飾り立てられた、紛れもない唯一の都市であった“)。
9 7 ウィトルウィウスによるハリカルナッソスの記述
小アジア西南部カリアの町ハリカルナッソス(図 3)についてのウィトルウィウスの記述が、ロー
ドスの次に挙げられる O ミュラサに生まれたカリア王国の王(あるいは太守)マウソロスは、その
墓廟マウソレイオンで有名な人物であり、自らの王国の首都をハリカルナッソスに移したことでも
知られる O この逸話を、カトルメールはウィトルウィウスの『建築十書』第二喜八章から借り受け、
それが都市のもつきわめて華麗な側面と見事で絵のような配置とについての考えを提供していると
する D ここではその内容を引用文のまま呈示することにしよう O
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図3 ハリカルナッソス(オーウェンズ『古代ギリシア・ローマの都市』より)
(ウィトルウィウスが
言うには、)マウソロ
スは、商業にとってき
わめて好都合で大変利
便のよい要害の地を呈
示し、非常に見事な港
をもった場所として、
ハリカルナッソスの位
置を選び採った。この
場所は、環状をなして
おり、劇場の形で築か
れていた。マウソロス
は、土地の低いところ
の平面の上に、フォル
ム(すなわち公けの広
場)をあてがうことに
した。都市の他の部分
が建てられている斜面の真ん中に、彼は大きく幅の広い通りをつくらせた。まさしくこの通り
に、マウソロスの墓廟でありその名を冠されたあの壮麗な記念建造物が建てられた。これが、
世界の七不思議のひとつに数え挙げられた構築物である O 一番高いところに築かれた城砦の真
ん中に、彼は、テロカレス耐によって彫刻された表面大理石(アクロリュト)の巨大な神像で有
名な、マルスの神殿を建てた。自然によって形づくられたある種の劇場であるこの場所の二つ
のかどを、マウソロスは、その一方はウェヌスの神殿用に、他方は自分のための宮殿用にあて
がった。この宮殿の配置がこのようなものであったため、マウソロスは右手に公けの広場や港
を、そして都市の城壁の全域をあまねく見渡せた。左手には、山々に隠れたもうひとつの港を
眺められた。その結果、誰からも宮殿で何が行われているかを知られることはなかった。ただ
ひとり王のみが、その宮殿から、誰にも知られることなく、兵士たちゃ擢手たちに命令を下す
ことができたのである問。
S 8 都市の平面
以上に挙げられた古代の重要な著述家の記述から、配置と相貌との関係のもとに考察された古代
の都市についての知識がえられる O しかしながら、二世紀に活躍した有名な旅行家、小アジアのリュ
ディア生まれのパウサニアスが著わした『ギリシャ案内記』から、以上の著述家たちの記述と似た
記述を求めることは無益であると、カトルメールは言う臼)0 つまり、パウサニアスは絵画的あるい
は叙述的な細々とした事柄よりも、重要な事件となりえた事柄の方に余りに大きな関心を抱いたた
め、古代都市の冷静で精鰍な記述を求める読者は、自らの好奇心を満足させることはできないので
あるo さらに、カトルメールは、現代文学においてしばらく前から広まったパウサニアスのような
記述態度は、もはや古代人の趣味、審美眼からはかけ離れたものであると言う刷。すなわち、
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描かれた図面を介して目に訴えかけたり精神に語りかけたりするにちがし、ない事物や効果や関
係のそれぞれについての、ひとつの明確な考えを、言葉の力だけを借りて想像力をもって捉え
ようとすることほど、心底無益なことはなL、。なぜなら、そうすることは不可能と言って悪け
れば、もっとも困難なことだからである7ヘ
要するに、こうしたパウサニアスの偏った描写方法は、都市の平面とL、ぅ、 「描かれた図面を介し
て目に訴えかけたり、精神に語りかけたりするにちがし、ない事物や効果や関係のそれぞれについて
の、ひとつの考え」をはっきりと表現するものを捉えきれないのである O そこでカ卜ルメールは都
市全体の平面を、無秩序な都市と計画都市とを峻別するための手段と見なす。
ひとつの都市の建物や広場や通りがっくり出す全体の平面こそがまさしく、都市のさまざまな
配置を判断せしめるのである O また、この全体の平面こそが、建造物の数々が最初から規則正
しく対称をなす秩序に委ねられているかどうか、あるいは偶然的な原因や予測もしなかった結
果による単純きわまりない状況の所産である、この都市の構成秩序と配列とが、多種多様な独
立した個別的な慣習に左右されて組み合わさっているかどうかを、教えるのである O
しかもすでに明らかにしてきたように、多様な政体や多くの国々の機構に基づく様々の原因
によって、過剰な人口のゆえに建設されねばならない植民都市として新しい都市の数々が必要
となるのであるから、これらの都市がその建設のときから、定まった平面に順応するという利
点をもっているのは当然のことである71)。
問題は、都市の平面を手掛かりとして、その都市が偶然的、自然発生的なものであるのか、あるい
は植民都市のように計画的なものであるのかが、はっきりするということであり、都市の平面こそ
は、都市の本質規定であるというのである O そこでカトルメールは、発掘が開始されてから80年ば
かりの、あの奇跡の町ポ γペイを例に挙げる O なぜなら、ほぼ1800年前にヴェズヴィオ火山の噴火
によって埋もれたこの都市は、その主要な建造物と個人の邸宅の大部分が、立面については破壊さ
れてはいるものの、平面に関しては今日でもどれも元のままの姿を残しており、その有り様が手に
取るように分かるからである 72)。
~ 9 ポンペイについて
ヴェズヴィオ火山の灰によって後79年に埋もれた都市ポンベイ(図4)は、当時商業都市として一
万六千人余りの人口をかかえていた。スペインの測量技師アルクビエッレとナポリの聖職者マル卜
レッリによって、 1748年にこのポンベイの発掘が始まったのであるが73)、カトルメールは、ポンペ
イの発掘にあたったフランスの建築家としてピパンの名を挙げている問。カトルメールによれば、
ビパンは、どんな困難や障害にもめげずに、完壁で高貴な正確さをもって、このポンペイの建造物
や邸宅、広場、通りを忠実に再現した図面を起こしたとされる O またピパンが公表した調査結果は、
ボンベイ全体の三分のーを明らかにしており、その図面を参考にすれば、この都市の基本的な配置
についての正確な実像を思い描くことが容易になると言う 75)0
さて、その図面から推断されるボンベイの都市の有り様は、この都市が計画的都市ではなかった
ことを明らかにしているO すなわち、
(ポンベイには、)それぞれの港から広場すなわちフォルムの中心点へと規則正しく通り抜ける
通りの配置は見られなL、。横断する通りが他の通りを直角に横切っている状態は見られなL、。
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大きな通りがすべて整
然、と一直線に並んでい
るという状態ではない。
公けの記念建造物その
ものは、重点をなす広
場に対しても、対応す
る大通りに対しても、
何ら視点としての役割
を果たしてはいないよ
うに思われる D その反
対にこれらの記念構造
物は、しばしば斜めに
なって前後に並んでお
り、この土地のあらゆ
る拘束条件に適応させ
図4 ボンベイ (オー ウェンズ『古代ギリシア・ロー マの都市』より)
られているようであるO
現代の都市において住
民が費沢になったり、その数が増大してゆくために絶えず必要とされる石工事を、政府がうま
く指導できていないことを明らかにしてしまう、あのくねくねと曲がりくねった状態を、ボン
ベイの通りの数々が示していることがはっきりと分かる。ボンベイの通りの中には、直線によっ
てときおり生ずる急な方向のずれが見られるものもある O 大きな通りの数々は、まっすぐのび
ている D だがこの都市の全体は、予めつくられた平面計画のみが付与しうる規則性という性格
を、まったく帯びてはいなL、76)
910 まとめ
以上見てきたように、カトルメールは、古代都市についてだけでもかなりの分量をもって論じて
いる O カトルメールは、いわゆる自然発生都市と人工的計画都市を組上に載せ、相互にそれぞれの
長短を論じているO しかし、やはりこうした中からもカトルメールが整合性をこそもっとも希求し
ていることが分かる O そして、建てる術(1'訂tde batir)、すなわち建築術(1'architecture)が、都
市という概念の中にあっても中心的な位置を占めていることを強調している O この考えは、近代都
市を扱った項目「都市」後半の部分でも如実に現われている。第二稿では、このことを具体的に示
すことにする O
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